


～ ごあいさつ ～

　佳子内親王殿下の御臨席を仰ぎ、今年も“手話の聖
地”鳥取県で「全国高校生手話パフォーマンス甲子園」が
開催されることとなり、地元として光栄の至りです。開催に
多大なる御支援をいただいております全日本ろうあ連盟、
日本財団をはじめとした皆様、そして全国から御応募くだ
さった各校の皆様に、心より感謝申し上げます。
　いよいよ始まる若人の祭典。実り豊かな爽秋の鳥取県
へ、ようこそお越しくださいました。県民とともに、心より歓迎
申し上げます。
　手話は聴覚障がい者にとってかけがえのない言語であ
り、生きていくことと切っても切れない存在です。鳥取県で
は、全国で初めて将来ビジョンに手話を言語文化として位
置づけたことに始まり、平成２５年１０月８日に「鳥取県手話
言語条例」を制定し、手話を使いやすい地域づくりへ全国
に先駆けて踏み出してきました。タブレット型端末を活用し
た遠隔手話通訳サービス、学校や企業・地域での手話学
習の推進など、手厚い聴覚障がい者対策を次々に実現し
てきました。このように一石を投じたことから、全国に運動
が広がり、今年６月８日には「全国手話言語市区長会」が、
７月２１日には「手話を広める知事の会」がそれぞれ設立さ
れるに至りました。
　未来を変えるのは、今日会場に集まってこられたような、
若い命です。
　今年の手話パフォーマンス甲子園には、これまでで最多
の６１チーム、６５校から応募がありました。今までにない激
戦の予選を勝ち抜いた２０チームにより、熱闘が繰り広げら
れます。
　「若人が力を合はせ創りだす舞台の上から思ひ伝はる」
　佳子内親王殿下から賜りました御歌のとおり、皆様の熱
演が、人々に深い感動を与え、世の中を変える力になるの
です。
　各チームの御健闘を心よりお祈り申し上げます。
　結びに当たり、佳子内親王殿下のいやさかと、お集まり
の皆様の御健勝をお祈り申し上げます。

平井 伸治
鳥取県知事

公益社団法人
鳥取県聴覚障害者協会理事長

　本日は、鳥取県の中心にある倉吉市において第3回全
国高校生手話パフォーマンス甲子園を開催できますことを
大変嬉しく思っています。年々応募されるチームが増え、
今年度は全国から61チームから応募いただきました。その
中から選ばれた20チームの皆さまおめでとうございます。
選ばれた皆さまの熱演を会場の皆さま、また会場にお越し
いただけない全国の皆さまも、インターネット中継で見るの
を楽しみにしていることと思います。日頃の練習の成果をい
かんなく発揮していただき、優勝旗をめざして頑張ってくだ
さい。
　鳥取県では手話言語条例を制定してから3年目になり、
聞こえる人たちの手話への関心が広まり、県民の皆さまの
理解が広がっています。私たちは、全日本ろうあ連盟と共
に「手話言語法」の制定に向けて、6月には「全国手話言
語市区長会」の設立、7月には平井県知事を会長とする
「手話を広める知事の会」が設立されました。2016年4月に
障害者差別解消法がスタートし、障害者に対する理解が
広まりつつありますが「話すこと、聞くこと、見ること、書くこ
と、読むこと、認知すること」に困難がある人たちは、情報ア
クセス・コミュニケーション保障、その他の必要な支援が十
分でないため、社会参加が制限されていることもあり、日常
生活を送るうえで、さまざまな困難を抱えていると思いま
す。当協会としましては、聞こえない人に対する理解、さら
に手話を拡げる取り組みを図ると共に、すべての障害者の
あらゆる情報へのアクセスやコミュニケーションの保障を目
指し、取り組んでいるところです。
　本日の全国高校生手話パフォーマンス甲子園を通して、
若い皆さまが手話に親しみ、聞こえない人への理解を深
め、また、聞こえない私たちとともに活動をしていただけるこ
とを願っております。
　最後になりましたが、本大会の開催に当たり、全日本ろう
あ連盟及び日本財団をはじめ、多大なご支援をいただきま
した皆さま、ご来場いただきました皆さまに、この場をお借り
して、心より感謝申し上げ、ご挨拶といたします

下垣 彰則



開会式
パフォーマンス（前半）

昼休憩
パフォーマンス（後半）

「岐阜ろう劇団いぶき」によるステージパフォーマンス
審査発表／表彰式

９：3０

10：0０

12：0０

12：5０

15：15

15：55

①米子高等学校（鳥取県） 　
③京都府立聾学校（京都府）  
⑤岡崎東高等学校（愛知県）  
⑦真和志高等学校（沖縄県）  
⑨松原高等学校（大阪府）

②京都八幡高等学校南キャンパス（京都府） 　
④身延山高等学校（山梨県）  
⑥横浜南陵高等学校（神奈川県）   
⑧鳥取聾学校（鳥取県）   
⑩杏和高等学校（愛知県）

⑪境港総合技術高等学校（鳥取県）  
⑬石狩翔陽高等学校（北海道）    
⑮大泉桜高等学校・立川ろう学校（東京都）
⑰中央ろう学校（東京都）  
⑲田鶴浜高等学校（石川県）

⑫奈良県立ろう学校（奈良県）
⑭聖心学園中等教育学校（奈良県）
⑯三井高等学校（福岡県）
⑱鳥取城北高等学校（鳥取県）
⑳熊本聾学校（熊本県）

大会スケジュール
※タイムスケジュールは変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

審査項目＆演技時間

岐阜市を中心としたろう者による劇団で、昭和57年に結成。ろう者の感性・創造性を信じ、ろう者の可
能性の追求やろう者の舞台を通じて、岐阜市民への理解を目的とし、ろう文化の一つとして活動してい
る。全国ろうあ者演劇祭典に７回参加。平成７年には、世界ろう者会議演劇祭典（ウィーン）に日本代表
として参加。平成８年には、県芸術文化奨励賞受賞。第９回岐阜市市民芸術祭演劇の部に初めて参加。

岐阜ろう劇団いぶき

第2回大会の様子

ゲスト

審査項目＆演技時間

開会式

大会スケジュール
※タイムスケジュールは変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

●審査項目
審査項目は、「手話の正確性・分かりやすさ」「演出力・
パフォーマンス度」の２つの項目があり、以下の観点で
採点されます。

●演技時間
演技時間は８分以内で、舞台上に演技時間の経過を示
すライト（４色カラー）があります。

セリフ（音声表現、字幕）と手話が正しく表現されているか。表
情も使って分かりやすく表現されているか。演技者が表現し
たい内容が伝わり理解できるか。

（第３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園本大会審査実施要領より抜粋）

▼「手話の正確性・分かりやすさ」

▼カラー表示について

チームとしての一体感があるか。機知に富み観客を魅了する
表現力、ひたむきさがあるか。演技者が込めた思いやメッ
セージがしっかりと伝わってくるか。構成や演出がよく工夫さ
れているかどうか。

▼「演出力・パフォーマンス度」

（第３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園本大会審査実施要領より抜粋）

青 演技開始後

緑 ７分経過（残り１分前）

黄 ７分３０秒経過（残り３０秒前）

赤 ８分超過



会場イベント
（会場／会場正面玄関）

会場イベント

●手話パフォーマンス甲子園公式グッズ販売
●手話パフォーマンス甲子園紹介コーナー ●鳥取聾学校写真作品展

●手話クイズ（景品が当たる！） 

会場内に６つのクイズパネルがあります。

●　あいサポート・マルシェ

障がい福祉サービス事業所による飲
食物や雑貨の販売など

パネルや映像で手話パフォーマンス甲子園をご紹介します

2F

大ホール
（2F／1階席）

大ホール
（１F／1階席）

鳥取二十世紀梨
記念館

鳥取二十世紀梨
記念館

出入口

出入口

出入口

アトリウム

一般入場口

ハートフル入場口あいサポート
マルシェ

総合案内

サテライト
会場

鳥取聾学校写真作品展
手話パフォーマンス甲子園

紹介コーナー

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

手話パフォーマンス甲子園
公式グッズ販売 ほか

会場マップ

1F

…トイレ

…オストメイト対応トイレ

…救護室

…託児室

…授乳室

…エレベーターEVEV

手話クイズ



ろう者として、学習塾「早瀬道場」を設立
し、塾長としてろう児の国語指導等を行っ
ている。映画「ゆずり葉」の脚本・監督。Ｎ
ＨＫ「みんなの手話」に講師として出演し
てきた。

門 秀彦さん
絵かき

南 瑠霞さん
手話パフォーマー・手話通訳士

山田 衞生さん
鳥取県合唱連盟理事長
全日本合唱連盟常務理事

聞こえる人聞こえる人聞こえる人

ろう者として、学習塾「早瀬道場」を設立
し、塾長としてろう児の国語指導等を行っ
ている。映画「ゆずり葉」の脚本・監督。Ｎ

庄﨑 隆志さん
演出家・俳優

しょうざき　　　　  たかし

かど　　　　ひでひこ みなみ　　　　  るるか やまだ　　　　　  もりお

おしだり　　　　　　　  あきこ こなか　　　　　えいいち

忍足 亜希子さん

まつもと　　　　　  わかな

松本 若菜さん
おおき　　　　　　こうじ

大木 浩司さん
鳥取県米子市出身。２００７年「仮面ライダー電王」
で女優デビュー。その後、ドラマ・映画に出演する傍
ら、自身の出身地である鳥取県の「とっとりふるさと
大使」や「鳥取銀行」のイメージキャラクターを務め
るなど、多分野で活躍している。主な出演作に、ドラ
マ「アルジャーノンに花束を」、「相棒」。映画「ペコロ
スの母に会いに行く。」「駆込み女と駆出し男」「無
伴奏」などがある。来年２月には、映画「愚行録」の
公開が控えている。

NHK鳥取放送局放送部副部長 
アナウンサー。1997年NHKに
入局。東京アナウンス室、広島放
送局などをを経て、2014年に
NHK鳥取放送局に赴任。現在、
同局放送部の副部長を務める。

はやせ　　　　　　 けんたろう

早瀬 憲太郎さん

女優
小中 栄一さん
全日本ろうあ連盟副理事長

ろう者ろう者ろう者

審査員

司会者 総合司会者

審査員長



●米子高等学校（鳥取県）
●京都八幡高等学校南キャンパス（京都府） 　
●京都府立聾学校（京都府）
●身延山高等学校（山梨県）  
●岡崎東高等学校（愛知県）
●横浜南陵高等学校（神奈川県）   
●真和志高等学校（沖縄県）

●鳥取聾学校（鳥取県）
●松原高等学校（大阪府）
●杏和高等学校（愛知県）
●境港総合技術高等学校（鳥取県）
●奈良県立ろう学校（奈良県）
●石狩翔陽高等学校（北海道）
●聖心学園中等教育学校（奈良県）

●大泉桜高等学校（東京都）
　立川ろう学校（東京都）

●三井高等学校（福岡県）
●中央ろう学校（東京都）  
●鳥取城北高等学校（鳥取県）
●田鶴浜高等学校（石川県）
●熊本聾学校（熊本県）

出場チーム一覧（出演順）
●米子高等学校
●京都八幡高等学校南キャンパス

出場チーム一覧

出場チーム紹介（出演順）出場チーム紹介

初出場学校紹介京都八幡高等学校南キャンパス（京都府）02

初出場読み聞かせ米子高等学校（鳥取県）
私たちは鳥取県立米子高等学校総合学科生活福祉系列で障がい
のある児童や保護者とコミュニケーションのとれる保育士を目指して
毎日勉強しています。今回、日々共に切磋琢磨しながら学習している
仲間たちと共に出場しようと思い、話し合いの結果、「赤ずきん」の読
み聞かせを題材にして手話をしながらコミカルな劇風にして演じたい
と思います。あえて配役を全て男子にしているところに注目してもらい
たいです。最後に、ご支援を頂いた手話普及支援員の西尾さん、深
田さん、コーディネーターの浦木さんに厚くお礼申し上げます。

メ
ン
バ
ー

影山 健太（3年）　松浦 琉聖（3年）　寺本 晃平（3年）　田中 幸喜（3年）
小村 浩匡（3年）　木村 優月（2年）　八谷 桃香（2年）

たなか　　こうきてらもと   こうへいまつうら りゅうせいかげやま   けんた

きむら    ゆづきおむら    ひろき やたがい   ももか

こんにちは(^o^)　京都八幡高校 南キャンパス ボランティア部です。
私たちの学校は、同一敷地内に支援学校があるという全国的にも珍
しい高校です。授業だけではなく、昼休みを一緒に過ごすなど、日常的
な交流もしています。障がいのある子どもたちと交流を積み重ねている
私たちが伝えたいことに目を傾けてください。部訓である「誰かがやっ
てくれるだろうの誰かになる！」をモットーに練習に励んできました。手話
初心者の私たちに指導をしてくださった、八幡ろうあ協会、男山手話
サークルのみなさんに感謝しながら、本番でその成果を発揮します。

メ
ン
バ
ー

明石 伶香（3年）　江守 彩花（3年）　内藤 きらり（3年）　水野 寧 （々3年）
山田 江梨（3年）　松山 妃那（3年）　小山 美涼（2年）　  玉田 愛理（2年）
松本 鮎実（2年）

あかし    れいか えもり     あやか ないとう みずの     ねね

やまだ     えり

まつもと   あゆみ

まつやま    ひな こやま    みすず たまだ    あいり

01 よな　　　   ご

 きょう    と     や       わた



私たちはJRC部1年生有志チーム「岡東YDY（やれば・できる・よ）」で
す。ボランティア精神溢れる３人がJRC部入部により手話と出逢い、手
話に惹かれていきました。手話を表現するにあたり、英語の曲に合わせ
て和訳した歌詞を手話・ダンスで表現することにより、今までにない表
現ができると考え洋楽の「LET IT BE」を選びました。「LET IT BE」
とは「そのままでいいよ、大丈夫」そんなメッセージを皆さんへ伝えるた
め、手話とダンスを織り交ぜて表現していきます。ぜひ、私たちのメッ
セージを受け取ってください。精一杯頑張ります！宜しくお願いします!

メ
ン
バ
ー

尾張 康成（1年）　榊間 大高（1年）　鳥谷部 由果里（1年）
おわり   やすなり さかきま  だいすけ とりやべ       ゆかり

私たち手話コミュニケーション部は毎年、ろう学校高等部と交流を深めたり、東
北復興地でボランティアを行ったりしています。また、保育園や小中学校で手話
教室を行っています。今回劇を作るにあたり、協力して下さった宮城県立聾学
校同窓会長の渡辺征二さんと奥様の勝子さんに感謝しております。お二方は
勿論、震災で大変な思いをされた皆様に今後の幸せを祈り、堂 と々発表しま
す。修行と勉学で全員揃っての練習時間が少ない中、どのチームにも負けない
くらい努力してきました。今回優勝して、応援して下さる皆様に恩返しするぞ！

メ
ン
バ
ー

堀口 真未（3年）　井田 法誠（3年）　新谷 梨奈（3年）　内藤 舞香（3年）
笠井 渓太（3年）　水上 友里（2年）　大西 弘竜（2年）　伊藤 智彦（2年）
金森 元（2年） 　 三橋 正輝（1年）　嶋原 修司（1年）　有泉 衣舞（1年）
萩原 玖美（1年）　堀内 飛陽（1年）　松木 丈一（1年）

ほりぐち　  まみ いだ　  ほうせい あらや　   りな ないとう　 まいか

かさい　 けいた

かなもり　げん みつはし  まさてる しまはら　しゅうじ

はぎはら　  くみ ほりうち　 ひょう まつき　じょういち

ありいずみ いぶき

みずかみ　 ゆり おおにし  こうりゅう いとう　 ともひこ

昨年に続き２回目の出場となりました、京都府立聾学校です。
今年は、「自分をみつめる高校生の姿や、生まれた意味とは何なの
か」を演技にして発表したいと思います。
この劇を通して、「今のままの自分でいい、自分に自信を持ってほしい」
ということを伝えられたらと思います。
去年以上の劇を披露できるよう頑張ります！

メ
ン
バ
ー

川高 治（1年）　　竹内 抄悟（1年）　橋本 拓実（1年）　村尾 彩菜（1年）
笈川 拓海（2年）　衣川 暁（3年）　　下森 めぐみ（3年）

かわたか はる たけうち  しょうご はしもと   たくみ むらお     あやな

おいかわ   たくみ きぬがわあかつき しももり

初出場歌唱・ダンス岡崎東高等学校（愛知県）05

2回目演劇京都府立聾学校（京都府）03

2回目歌唱・演劇身延山高等学校（山梨県）04

きょう        と          ふ         りつ        ろう

み         のぶ       さん

おか       ざき      ひがし



メ
ン
バ
ー

後藤 瑞歩（2年）　川崎 梨奈（2年）　坂川 友紀（2年）　町長 侑里（2年）
梅内 杏（2年）　　稲垣 里紗（2年）　荒井 虹歩（1年）　小桧山 有実（1年）
林 由梨（1年） 　  平井 菫（1年）　　本江 咲希（1年）　山田 あみ（1年）

ごとう    みずほ かわさき    りな さかがわ    ゆき まちなが   ゆうり

うめない  あん

はやし  ゆり ひらい  すみれ ほんごう    さき やまだ

いながき    りさ あらい   ななほ こひやま      あみ

『鳥取県』と聞いて何が思い浮かびますか？鳥取県といえば、鳥取砂
丘・ゲゲゲの鬼太郎・梨・蟹・・・などが思い浮かぶと思いますが、他に
も鳥取県の伝統的な物語や踊りもあります。私が生まれ育った鳥取県
で特に好きなものを取り上げてみなさんに紹介しながら鳥取県の良さ
を知って欲しいと思います。そして、全国初の手話言語条例が鳥取県
で制定されてから３年．．．手話言語条例制定をきっかけに開催された
手話パフォーマンス甲子園を通して、自分に自信がついたことへの感
謝も込めて♡鳥取愛♡を披露します！鳥取にきなんせぇ♪

メ
ン
バ
ー

濵津 志織（2年）
はまつ    しおり

私たち真和志高等学校は、３大会出場することができとても嬉しく思
います。
沖縄の光と影。未来へと語り継いで行かなければならない『命どぅ宝』
今、当たり前だと感じている平和・・・これからの未来、私たちに何が
伝えられるのだろう。と、平和について、私たち高校生の立場で考えま
した。「いのちのリレー」という曲にのせて演技します。
ここにいる皆様に、命の尊さ、未来へ繋ぐ希望を伝えることができると
嬉しいです。

メ
ン
バ
ー

桃原 天也（1年）　　赤嶺 友斗（2年）　外間 隆一（2年）　金城 綾乃（2年）
謝花 明里（2年）　　宮城 えな（2年）　 大城 海（3年）　　中村 優衣（3年）

とうばる   たかや あかみね　 ゆうと ほかま   りゅういち きんじょう  あやの

じゃはな   あかり みやぎ おおしろ  うみ なかむら    ゆい

3回目演劇・傘踊り鳥取聾学校（鳥取県）08

初出場歌唱・演劇横浜南陵高等学校（神奈川県） 06

3回目演劇真和志高等学校（沖縄県）07

よこ        はま      なん        りょう

ま　　　　  わ          し

とっ       とり       ろう

こんにちは。私たち、神奈川県立横浜南陵高等学校社会福祉部
は2年生6名、1年生14名で手話を中心にボランティア活動にも積極
的に取り組んでいます。手話では、学校行事での手話ソングの発
表はもちろん、さまざまな場所での手話通訳に挑戦しています。一
人ひとりの技術を向上できるように年に一度手話検定試験を受け、
自分の力を試すようにしています。私たちの部活で大切にしている
ことは「自分から」という積極的な強い気持ちです。この気持ちを武
器に部員一同、毎日練習に励んでいます。本大会でも頑張ります！！



メ
ン
バ
ー

泰松 里緒（3年）　豊山 実優（3年）　 更谷 茉保（3年）　川中 春美（3年）
前田 萌恵（3年）　佐藤 美羽花（3年） 出井 亜季（3年）　徳山 望美（3年）
那須 さつき（1年） 仲 笑花（1年）　   中村 未来（1年）　豊田 美沙希（1年）
油谷 七夏（1年）　濱田 知花（1年）　 松浦 奈央（1年）　柳本 夏帆（1年）

たいまつ    りお とよやま     みゆ さらたに     まほ かわなか  かすみ

まえだ     もえ

なす なか   えみか なかむら    みく

ゆたに    ななか はまだ     ちか やなぎもと   かほまつうら    なお

とよだ    みさき

さとう       みうか いでい     あき とくやま   のぞみ

メ
ン
バ
ー

足立 璃歌（3年）　和泉 里奈（3年）　井田 姫華（3年）　稲田 樹（3年）
内田 楓（3年）　　梅木 志帆（3年）　景川 あかり（3年） 古島 櫻花（3年）
島田 凌雅（3年）　津川 琴音（3年）　拝藤 瑞菜（3年）　平田 稀望（3年）
星野 安希（3年）　松下 仁美（3年）　宮﨑 寿樹（3年）　渡邉 美紗喜（3年）
渡邉 優恵（3年）

あだち     りか いずみ     りな いだ     ひめか いなた  いつき

うちだ  かえで

しまだ    りょうが つがわ    ことね はいとう   みずな

ほしの     あき

わたなべ    ゆえ

まつした   ひとみ わたなべ     みさきみやざき   としき

ひらた     のぞみ

うめき     しほ かげかわ こじま     おうか

メ
ン
バ
ー

野田 真由（2年）　 伊藤 夢乃（1年）　　鈴木 愛沙（1年）　横江 梨乃（1年）
小川 緋奈子（1年） 荒木 麻生（1年）　　坂 たみ子（1年）　飯田 真世（1年）
福岡 真由（1年） 　夫馬 江里加（1年）　不破 朋香（1年）

のだ 　　 まゆ いとう    ゆめの すずき    あすな よこえ     りの

おがわ     ひなこ

ふくおか    まゆ ふま        えりか ふわ     ともか

あらき     まお ばん いいだ    まさよ

私たちの学校は、濃尾平野の西端に位置しています。近くには木曽
三川が流れており、水害が心配されます。何回かの避難訓練を通し
て、災害の被害を最小限にするためには日ごろの備えが重要なこと、
近所との連携が大切なことが分かりました。「わたしたちにできる避難
活動」について、皆さんにも知っていただけたらと思います。また
Happyな気持ちになれるようにみんなで楽しく歌える歌を、チームワー
クの良さと最高のパフォーマンスで披露します。
届け！手話に思いを乗せて！！

私たちはいつも明るく！笑顔で！元気よく！個性的なメンバーで楽しく活動し
ています！ボランティア活動で障がいのある方とふれあい、たくさんの優し
さと勇気をもらいました。新しい世界が広がり、大切な仲間になりました。
障がいがあることで悲しい思いをしない、夢や希望で満ちている未来を
つくれるような手助けをしたい。そんな思いが伝わるよう、障害者福祉につ
いてもっと理解と関心をもってもらえるよう、私たちのメッセージを福祉科ボ
ランティアコースならではの表現のしかたで楽しくみんなで頑張ります！

３回目歌唱・ダンス境港総合技術高等学校（鳥取県）11

3回目演劇松原高等学校（大阪府）09

2回目歌唱・演劇杏和高等学校（愛知県）10

まつ         ばら

きょう        わ

さかい     みなと      そう       ごう       ぎ         じゅつ

今年も来ました！大阪府立松原高等学校手話クラブです。1年生のメン
バーの多くが手話未経験者ですが、3年生が中心となり初めて演劇で
全国高校生手話パフォーマンス甲子園に挑戦します。松原高校では障
がいのある生徒もない生徒も共に生き、共に学んでいます。出場メン
バーに自立支援生（知的障がいのある生徒）の仲間もいます。何度も話
し合い、悩みながらみんなで劇を作ってきました。私たちの高校が大切に
している「３つのWA」を力一杯表現します。どうぞ宜しくお願いします。



奈良県立ろう学校演劇部は、『表現の世界に障害の壁はない』をモッ
トにーに、２００４年の創部から活動を続けています。常に笑いが絶え
ず、部員はみんな超個性派ぞろいの元気ハツラツな演劇集団です。
昨日とは違う自分。今日とは違う明日へ。演劇はそんな違う自分に気づ
かせてくれました。仲間を信じ、自分たちの可能性を信じ、持ち前の集
中力と仲間との絆、応援してくださる方々の思いをさらにパワーにし
て、最高の舞台で、最高のパフォーマンスで、みなさんに感動してもら
えるよう頑張ります。

メ
ン
バ
ー

藤原 直斗（1年）　　大田 綾（2年）　永井 美優（2年）　伊藤 鮎美（3年）
横田 いくみ（3年）

ふじわら   なおと おおた  あや ながい     みゆ いとう     あゆみ

よこた

こんにちは！石狩翔陽高校ボランティア局です。北海道の広い大地で育った私達が今
回チャレンジするのは、「聞こえない人々の日常」をテーマにした啓発劇です。
“Nothing About Us Without Us” （私たちのことを、私たち抜きに決めないで）。障
害者を取り囲む社会的障壁を除去すべく、法制度が整っても「聞こえない人」への理
解の浸透は難しい。この啓発型手話劇では、聞こえる人が“意外だ”、“誤解してい
た”、“気がつかなかった”という「社会的障壁」の中から、理解さえあれば簡単に取り
組める配慮の一例や、“見えているから大丈夫”という誤解の原因を実証実験で明ら
かにしていきます。本番では、北の大地の「道産子魂」をお届けします！お楽しみに！"

メ
ン
バ
ー

岩渕 美和（3年）　鳴海 礼華（3年）　髙橋 彩乃（2年）　長谷川 幹奈（2年）
伊藤 日菜（2年）

いわぶち    みわ たかはし   あやの はせがわ     かんななるみ   れいか

いとう     ひな

聖心学園中等教育学校の創作ダンス部（通称S.D.C）です。私達の学
校は中高一貫校で、普段は中学1年生から高校2年生まで一緒に活
動しています。部員のほとんどが未経験者ですが、チアダンスやタップ
ダンスなど、様々なジャンルのダンスに挑戦しています。その中でも今回
は、サインダンスを踊ります。サインダンスは、手話を取り入れたダンス
で、先輩方から8年間代々受け継ぎ、様々な曲を表現してきました。今日
はコブクロの「桜」を踊ります。この曲の素晴らしさが全ての人に伝わる
よう、一生懸命頑張ります。『Let’s go！S.D.C！We are NO.1！』

メ
ン
バ
ー

竹島 彩（2年）　　西田 理香子（2年）　浜田 幸恵（2年）　中川 奈美季（2年）
原山 鈴音（1年）　尾島 陽花（1年）　　小代 珠 （々1年）

たけしま  あや にしだ      りかこ はまだ     ゆきえ なかがわ     なみき

はらやま   すずね おじま    はるか こしろ      すず

初出場ダンス聖心学園中等教育学校（奈良県）14

3回目演劇奈良県立ろう学校（奈良県）12

3回目演劇石狩翔陽高等学校（北海道）13

な         ら         けん        りつ

いし       かり       しょう      よう

せい        しん        がく      えん       ちゅう       とう      きょう      いく



メ
ン
バ
ー

東京都立中央ろう学校　高等部生活文化部です。生活文化部は中
央ろう学校唯一の文化部で、普段は手話歌の練習やＰＣゲームの作
成、部誌作りなどを行っています。また、日本の伝統文化である茶道を
体験したり、博物館を見学したりしています。活動内容を自分たちで
考え、自主的に活動をしています。今まで自分たちの活動を発表する
場は文化祭しかありませんでしたが、昨年、手話パフォーマンス甲子
園のことを知り、是非私たちも挑戦してみたいと思いました。初めて大
きな舞台に立つので不安もありますが、頑張ります。

メ
ン
バ
ー

山根 萌栄（2年）　樺澤 環（2年）　　川島 凜（2年）　   河野 暁（2年）
斉藤 紀香（2年）　三宅 菜穂（2年）　池田 ルミ（1年）　髙田 浩子（1年）
羽根田 唯（1年）

やまね 　　もえ かばさわ たまき かわしま  りん こうの  さとる

さいとう    のりか

はねだ    ゆい

みやけ     なほ いけだ たかだ    ひろこ

今年で３年連続出場！先輩から受け継いだ手話ソングが大好きなボラ
ンティア部。音楽は歌だけではない！聴覚支援学校の友達と交わしたリ
ズムを参考に、今回は体全体で音を楽しむボディパーカッションにチャ
レンジ！それぞれが思いを込めてリズムを刻んで音を出すけん、一緒に
リズムを楽しんで欲しか～。手話ソングもするばい！地元福岡で活動す
る音楽ユニットCandy Box の「君が教えてくれたこと」。今まで出会っ
た方々に思いを込めた手話を付けたとよ。精一杯頑張るけん応援し
とってね。皆さん一緒にリズムを刻んで楽しみましょう！

竹村 和樹（3年） 　宮岡 直紀（3年）　 武島 照（3年）　  齋藤 耀（3年）
石川 優（3年）　 　遊佐 椎那（2年）　 角鹿 恵奈（2年）  長谷川 愛香（2年）
中谷 帆乃加（2年） 村田 妃名子（2年） 佐藤 愛理（2年）  行延 玲奈（2年）

たけむら   かずき みやおか    なおき たけしま あきら さいとう かがや

いしかわ まさる ゆさ      しいな つのか     えな はせがわ     あいか

なかたに     ほのか むらた     ひなこ さとう    あいり ゆきのぶ    れな

メ
ン
バ
ー

牟田 流李花（1年）  北島 瑛梨花（2年）  坂本 悠華（2年）  園田 有加（2年）
三鴨 由奈（2年）　  岩下 仁（3年）　     川邊 大樹（3年）  松本 武流（3年）
川原 里奈（3年）     中島 安梨沙（3年）  福岡 朝美（3年）  安本 茜（3年）

むた        るりか きたじま      えりか さかもと    ゆうか そのだ    ゆうか

みかも     ゆな いわした  じん かわべ    だいき まつもと   たける

かわはら    りな なかしま      ありさ ふくおか   あさみ やすもと あかね

初出場歌唱・演劇中央ろう学校（東京都）17

３回目・初出場ダンス・コント大泉桜高等学校・立川ろう学校（東京都）
第１回から参加している大泉桜高校と立川ろう学校の合同チームで
す。もともと交流校で、昨年からは一緒にパフォーマンスをやっていま
す。まだ２回だけですが、お客様からは大喝采。ついに鳥取の舞台に
参上です。手話歌をめぐって生じがちな聴者、ろう者の気持ちのすれ
違いをコントにしました。
学校が離れていることもあり、思うように練習できないのが悩みです
が、この大会参加を機会に更に交流を深めます。

15

3回目ボディパーカッション・歌唱三井高等学校（福岡県）16

おお  いずみ   さくら たち    かわ

み          い

ちゅう      おう



出場チームのみなさま、ようこそ鳥取へ。私たちは鳥取城北高等学校
ボランティア部です。今年の私たちの手話パフォーマンスは“忍者学
校”です。手話の魅力をコントで表現してみました。手話の持つ力強
さ、優しさ、そして手話で繋がった私たちのチームワークをお伝えでき
たらうれしいです。最大のテーマは“笑顔”です。忍者学校の生徒た
ちが手話を使った様々な忍術で会場のみなさまをきっと笑顔に変えて
みせます。一緒に楽しみましょう！！よろしくお願いします！！

メ
ン
バ
ー

徳吉 葵（３年）　　田渕 航貴（2年）　岩谷 綾乃（2年）　髙谷 実夢（２年）
浅尾 桃衣（2年）　小谷 汰一（1年）　井筒 未結（1年）　岸本 千佳（1年）

とくよし あおい たぶち     こうき いわたに   あやの たかたに   みゆう

あさお    ももい こだに    たいち いづつ    みゆう きしもと     ちか

「分かってくれる人がいてくれると安心できる」こんな当たり前のことを
忘れてしまいそうになる日々。私たちは、多くの人との関わりと仲間との
些細なトラブルを通して気づくことができました。誰もが「分かって欲し
い」と思い、「安心して暮らしたい」と願っています。「当たり前」の未来
が、全ての人に「当たり前」に来るように私たちが「創っていく」ことを決
意しました。等身大の私たちの思いを、精一杯表現します。

メ
ン
バ
ー

垣越 咲良（3年）　安達 葉南（3年）　中村 未来（3年）　奥村 美紅（2年）
西野 留那（2年）　土田 紗那（3年）

あだち      はな なかむら    みらい おくむら    みくかきごし   さくら

にしの     るな つちだ     さな

熊本聾学校手話落語部です。昨年参加の２人に新入部員２人を加
え、今年こそ優勝旗を！と意気込んでいます。
今回は、４月の「熊本地震」を体験した部員の作文を『手話語り』のシ
ナリオにしました。「あの時僕たちに起きた真実を伝えたい。」その強い
思いがいつもの落語とは違うパフォーマンスになりました。全国からい
ただいたたくさんの応援メッセージや支援物資、義援金に感謝し、今
も続く余震の中でたくましく生きる熊本の僕たちの「いま」を見てくださ
い。「がんばろう、熊本！」

メ
ン
バ
ー

坪井 誠（2年）　　山口 翔（2年）　徳永 強（2年）　中村 美南海（1年）
つぼい まこと やまぐち しょう とくなが つよし なかむら     みなみ

2回目語り熊本聾学校（熊本県）20

2回目コント鳥取城北高等学校（鳥取県）18

3回目歌唱・演劇田鶴浜高等学校（石川県）19

とっ        とり      じょう      ほく

た　　　  つる        はま

くま       もと        ろう



これまでに開催した全国高校生手話パフォーマンス甲子園これまでに開催した全国高校生手話パフォーマンス甲子園

●開催日程：平成26年11月23日(日・祝)
●開催会場：鳥取県立生涯学習センター
　　　　　 県民ふれあい会館

石川県 田鶴浜高等学校

鳥取県 鳥取聾学校

三重県 三重高等学校、相可高等学校
　　　 松阪工業高等学校

奈良県 奈良県立ろう学校

優勝

全国高校生
第１回手話パフォーマンス甲子園

第２回全国高校生手話パフォーマンス甲子園

　準優勝

第3位

審査員特別賞

●開催日程：平成27年9月22日(火・休)　 
●開催会場：米子市公会堂

奈良県 奈良県立ろう学校

三重県 三重高等学校、相可高等学校
　　　 松阪工業高等学校

東京都 クラーク記念国際高等学校東京キャンパス
石川県 田鶴浜高等学校

奈良県 奈良県立ろう学校

奈良県 奈良県立ろう学校／鳥取県 鳥取聾学校

優勝

　準優勝

第3位

審査員特別賞

審査員特別賞

全日本
ろうあ連盟賞
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「第３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園」の記録

第３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園
特別番組のお知らせ

●番組レポーター

届け、メ
ッセージ

!
第３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園

感動!

●番組レポーター

感動!感動!再び!

本庄かなこTATSU(HANDSIGN)

10月29日（土）13時～ NKT 日本海テレビにて放送! 10月22日（土）10時25分～　NKT日本海テレビ
10月29日（土）10時25分～　NKT日本海テレビ

ダイジェスト
版

第３回全国高校生
手話パフォーマンス甲子園へのご協賛

ありがとうございます。



クイズラリー
会場内にある６つのパネルのクイズに答えて下記に記入。答えから１文字ずつ抜き出して、
キーワードを完成させよう!答えが分かったら、総合案内で景品をゲット！

クイズラリー抽選会に参加してさらに、豪華景品をゲットしよう！
抽選会で、当選した方は総合案内で豪華景品を受け取ろう！
※時間は変更となる場合があります。

●時間／１５：４５～ ●会場／大ホール
クイズラリー抽選会 大ホール

にて開催！！

この手話は、
どんな意味でしょう？

ろう者のオリンピックを
何というでしょう？

2013年10月8日、鳥取県で可決された
全国初の条例は何でしょう？

言語条例
この手話は、
どんな意味でしょう？

この手話は、
どんな意味でしょう？

この手話は、
どんな意味でしょう？

クイズ1

クイズ3

クイズ2

クイズ4

クイズ5 クイズ6

1

5 6

4

2

答
え

1 2 3 4 5 6

６つのクイズの答えから１文字づつ抜き出して、下記のキーワードを完成させよう！

さらに…豪華景品が当たる！　　　　  「クイズラリー抽選会」開催！

解 答 欄

クイズの答えをひらがな・カタカナで書いてね！

参加方法

抽選で

景品が当た
る!!

豪
華
景
品
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!!

答えが書けたら総合案内で景品と
「クイズラリー抽選券」をゲット！!

1 会場内にある６つの
パネルの問題に答え
よう！
解答は右の解答欄
に記載しよう!

2 ６つのクイズの答え
から１文字ずつを抜
き出して、キーワー
ドを完成させよう!

3 キーワードが完成し
たら、総合受付で答
え合わせ！ 正解なら
景品と「クイズラリー
抽選券」をゲット！

4 15:45から大ホール
で抽選会を開催！
当選者は総合案内で
「豪華景品」をゲット!!

今年で３回目となる
手話パフォーマンスの
祭典と言えば、
全国高校生

〇〇〇〇〇ーマンス甲子園！

ヒント

3



手話パフォーマンス甲子園実行委員会

第3回

http://www.pref.tottori.lg.jp/koushien/
〒680‐8570 鳥取市東町一丁目220（鳥取県 福祉保健部 障がい福祉課内）　TEL.0857-26-7682　FAX.0857-26-8136（当日のお問い合せ先／TEL.070-5051-5557）

検 索手話パフォーマンス甲子園

内閣府、厚生労働省、文部科学省、倉吉市、一般社団法人全国手話通訳問題研究会、一般社団法人日本手話通訳士協会、全国聾学校長会、全国高等学校文化連盟、
朝日新聞厚生文化事業団、NHK厚生文化事業団、社会福祉法人全国社会福祉協議会、全国難聴児を持つ親の会、日本演劇教育連盟、日本障害フォーラム、朝日新聞社、
毎日新聞鳥取支局、読売新聞鳥取支局、産経新聞社、日本経済新聞社鳥取支局、新日本海新聞社、山陰中央新報社、中国新聞鳥取支局、共同通信社鳥取支局、時事通信社
鳥取支局、NHK鳥取放送局、BSS山陰放送、日本海テレビ、TSK山陰中央テレビ、テレビ朝日鳥取支局、鳥取県ケーブルテレビ協議会、エフエム山陰、FM鳥取、DARAZ FM

●後   援／

● 協  賛 　

●特別協力／一般財団法人全日本ろうあ連盟手話パフォーマンス甲子園実行委員会 ●共  催／●主   催／ 鳥取県、公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会

●特別協賛

第3回
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